
　

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
二
月
一
日
の
夜
十
一
時

ご
ろ
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
大
通
町
を
一
人
の
日
本
人

青
年
が
歩
い
て
い
た
。
あ
た
り
は
一
面
の
闇
に
包
ま
れ
、

ほ
か
に
通
行
人
の
影
も
な
い
。
冷
え
こ
み
は
き
び
し
い
も

の
の
、
路
面
に
雪
が
な
い
の
で
青
年
の
足
ど
り
は
軽
い
。

　

青
年
の
名
は
玉
井
喜
作
。
無
鉄
砲
に
も
、
こ
れ
か
ら
シ

ベ
リ
ア
を
無
一
文
で
歩
こ
う
と
計
画
し
、
旅
費
か
せ
ぎ
か

た
が
た
ロ
シ
ア
語
を
習
う
た
め
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
の
ド
イ
ツ

商
館
で
働
い
て
い
る
。
何
日
ぶ
り
か
の
洗
湯
（
浴
場
）
で

温
ま
り
、
喜
作
は
急
ぎ
足
に
下
宿
へ
帰
る
途
中
で
あ
る
。

　

大
通
り
と
交
差
す
る
鉄
道
の
踏
切
り
近
く
ま
で
歩
く
と
、

闇
の
中
に
四
人
の
大
男
が
立
っ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
人
の
警

官
ら
し
い
な
、
と
思
い
な
が
ら
喜
作
が
行
き
す
ぎ
よ
う
と

し
た
と
き
、
ふ
い
に
警
官
の
一
人
に
呼
び
と
め
ら
れ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
て
。
こ
ん
な
夜
お
そ
く
、ど
こ
へ
行
く
ん
だ
」

「
風
呂
の
帰
り
だ
よ
。
下
宿
へ
帰
る
と
こ
ろ
さ
」

　

喜
作
は
ド
イ
ツ
な
ま
り
の
あ
る
ロ
シ
ア
語
で
答
え
る
。

ウ
ラ
ジ
オ
に
来
て
ま
だ
二
ヵ
月
た
ら
ず
だ
が
、
語
学
の
天

才
と
い
わ
れ
た
喜
作
は
、
も
う
ロ
シ
ア
語
の
日
常
会
話
に

不
自
由
し
な
い
。

「
わ
れ
わ
れ
は
夜
の
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
る
。
怪
し
ま
れ
た

く
な
か
っ
た
ら
、
五
ル
ー
ブ
ル
出
し
た
ま
え
」

　

い
き
な
り
警
官
の
一
人
が
喜
作
の
肩
を
摑つ
か

ん
だ
。
団う
ち
わ扇

の
よ
う
に
大
き
な
手
で
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
握
力
が

あ
る
。

　

と
っ
さ
に
喜
作
は
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
深
刻
に
は
受

け
と
め
な
か
っ
た
。
か
ね
が
ね
ロ
シ
ア
警
官
の
横
暴
ぶ
り

を
噂
に
き
い
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
眼
で
見
た
こ
と
は

な
い
。む
し
ろ
素
朴
で
お
人
好
し
の
ロ
シ
ア
人
ば
か
り
知
っ

て
、
警
戒
心
も
薄
れ
て
い
る
。

（『
キ
サ
ク
・
タ
マ
イ
の
冒
険
』
よ
り
冒
頭
部
分
）

昭
和
6（
一
九
三
一
）年	

	

４
月
４
日
、
父
東
作
、
母
ア
サ
コ
の
五
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
、
萩
市
椿
区
大
屋
に
生
ま
れ
る
。
本
名
吉
岡

和
雄
。

昭
和
19（
一
九
四
四
）年	

一
三
歳	

３
月
、
萩
市
立
椿
西
小
学
校
卒
業
。
４
月
、
山
口
県
立
萩
中
学
校
入
学
。
相
撲
部
に
て
活
躍
。

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

一
九
歳	

３
月
、
山
口
県
立
萩
高
等
学
校
卒
業
。
４
月
、
山
口
大
学
英
文
科
入
学
、
７
月
中
退
し
帰
郷
。

昭
和
26（
一
九
五
一
）年	

二
〇
歳	

文
学
へ
の
夢
昂
り
、
９
月
上
京
。『
新
表
現
』『
日
通
文
学
』『
文
芸
首
都
』
に
入
会
。
田
代
儀
三
郎
、

庄
司
総
一
、
伊
藤
桂
一
氏
等
を
知
る
。「
叶
井
先
生
」
他
習
作
多
数
。

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

二
一
歳	

４
月
、
二
松
学
舎
大
学
中
国
文
学
科
入
学
。
詩
「
或
る
女
」
を
『
新
表
現
』
に
、
小
説
「
枯
野
に
生

き
る
男
」
を
『
日
通
文
学
』
に
発
表
。
原
卓
也
氏
を
知
る
。

昭
和
30（
一
九
五
五
）年	

二
四
歳	

３
月
、
結
核
と
の
診
断
と
経
済
的
理
由
で
帰
郷
。
そ
の
後
結
核
は
誤
診
と
わ
か
る
。
帰
郷
後
萩
市
に

お
い
て
『
防
波
堤
』『
椿
文
学
』
創
刊
に
加
わ
る
。

昭
和
32（
一
九
五
七
）年	

二
六
歳	

３
月
再
度
上
京
、
同
人
雑
誌
連
盟
名
鑑
（
ガ
リ
版
）
を
作
成
、
以
後
一
九
六
一
年
ま
で
会
報
を
編
集
、

印
刷
。

昭
和
33（
一
九
五
八
）年	

二
七
歳	

同
人
雑
誌
評
を
継
続
、
同
人
雑
誌
連
盟
の
事
務
局
を
担
当
。
２
月
、
黒
澤
洋
子
と
結
婚
。
３
月
、
日

本
規
格
協
会
に
入
社
。

昭
和
35（
一
九
六
〇
）年	

二
九
歳	

『
田
無
民
報
』
に
毎
週
二
十
～
三
十
枚
の
原
稿
を
書
く
。

昭
和
42（
一
九
六
七
）年	

三
六
歳	

小
説
集
『
路
傍
の
草
』（
私
家
版　

二
百
部
限
定
出
版
）

昭
和
46（
一
九
七
一
）年	

四
〇
歳	

「
吉
田
稔
磨
」
を
書
き
始
め
る
。
長
男
郁
郎
、膠
原
病
に
か
か
り
、妻
洋
子
、自
律
神
経
失
調
症
ひ
ど
く
、

筆
進
ま
ぬ
。

昭
和
52（
一
九
七
七
）年	

四
六
歳	

「
叶
井
先
生
」「
余
生
の
貌
」
を
『
虚
実
』
や
『
日
通
文
学
』
に
発
表
。
４
月
、
母
ア
サ
コ
逝
去
。

昭
和
55（
一
九
八
〇
）年	

四
九
歳	

「
深
い
河
」『
群
像
』
一
次
に
残
る
。「
遠
雷
と
怒
濤
と
」
四
百
枚
書
く
。

昭
和
56（
一
九
八
一
）年	

五
〇
歳	

「
遠
雷
と
怒
濤
と
」
放
送
文
学
賞
受
賞
。『
放
送
文
化
』
に
６
月
か
ら
10
月
ま
で
連
載
。
印
刷
屋
廃
業
。

昭
和
57（
一
九
八
二
）年	

五
一
歳	

『
遠
雷
と
怒
濤
と
』
日
本
放
送
出
版
社
よ
り
出
版
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
よ
り
三
回
に
分
け
て
放
映
。「
開

花
堂
盛
衰
記
」
を
『
印
刷
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
10
月
よ
り
連
載
開
始
、
一
九
八
八
年
、
死
の
寸
前
ま
で

続
け
る
。

昭
和
60（
一
九
八
五
）年	

五
四
歳	

「
ガ
ラ
ハ
ニ
ー
事
始
」
を
『
歴
史
読
本
』
に
発
表
。

昭
和
61（
一
九
八
六
）年	

五
五
歳	

「
香
港
の
人
・
上
」
を
『
新
作
家
』
に
発
表
。

昭
和
62（
一
九
八
七
）年	

五
六
歳	

「
キ
サ
ク
・
タ
マ
イ
の
冒
険
」
完
成
。「
創
刊
に
寄
せ
て
」
を
『
カ
オ
ス
』
創
刊
号
に
発
表
。

昭
和
63（
一
九
八
八
）年	

五
七
歳	

３
月
頃
よ
り
体
調
を
崩
し
、
６
月
18
日
入
院
、
７
月
11
日
昭
和
病
院
に
て
死
去
。「
香
港
の
人
・
中
」

を『
新
作
家
』に
没
後
発
表
。「
開
花
堂
盛
衰
記
」は
８
月
ま
で
書
き
残
さ
れ
た
原
稿
で
連
載
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
妻
の
洋
子
が
生
前
聞
い
て
い
た
粗
筋
に
よ
っ
て
ま
と
め
、『
黎
明
』
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に

叢
文
社
よ
り
出
版
。

《
没
後
》

昭
和
64（
一
九
八
九
）年	

	

『
キ
サ
ク
・
タ
マ
イ
の
冒
険
』
は
新
人
物
往
来
社
よ
り
出
版
。
他
に
生
前
、
地
元
の
週
刊
新
聞
『
東
興
通
信
』

に
新
年
随
想
を
四
年
連
続
で
掲
載
し
た
。

　

湯ゆ

郷ご

う

将ま

さ

和か

ず

萩市

（1931～1988）

【
著
作
】　

『
遠
雷
と
怒
濤
と
』（
昭
和
57
・
日
本
放
送
出
版
協
会
）

『
キ
サ
ク
・
タ
マ
イ
の
冒
険
』（
昭
和
64
・
新
人
物
往
来
社
）

『
黎
明
』（
平
成
15
・
叢
文
社
）　

ほ
か

　

江
戸
時
代
萩
を
後
に
す
る
人
が
故
郷
を
振
り
返
り
見
た
場
所
に
、
現
在
松
陰
先

生
の
歌
で
有
名
な
「
涙
松
の
遺
址
」
が
立
っ
て
い
る
。
昭
和
十
年
代
ま
で
そ
の
場

所
に
大
き
な
松
が
十
数
本
亭
々
と
空
高
く
聳
え
て
い
た
。

　

湯
郷
将
和
（
本
名
吉
岡
和
雄
）
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
こ
の
す
ぐ
近
く

で
生
ま
れ
、
毎
日
こ
れ
ら
の
大
樹
を
見
て
育
っ
た
。
五
人
兄
弟
の
長
男
、
明
る
い

性
格
で
あ
っ
た
。「
昭
和
十
九
年
、
旧
制
萩
中
に
入
学
し
た
と
き
は
、
長
く
て

二
十
五
年
の
命
と
思
っ
て
い
た
。
陸
軍
幼
年
学
校
を
轟
沈
し
、
そ
れ
な
ら
飛
行
機

に
乗
ろ
う
と
肚
を
決
め
た
直
後
に
大
戦
が
終
わ
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
高
校

時
代
痩
せ
て
背
が
高
か
っ
た
彼
が
、
相
撲
部
で
土
と
汗
に
ま
み
れ
な
が
ら
「
ブ
ツ

カ
リ
稽
古
」
を
し
て
い
た
姿
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
当
時
の
部
活
動
を
中
心
と
し
た

学
園
風
景
を
「
叶
井
先
生
」
と
い
う
文
章
に
面
白
く
描
い
て
い
る
。
卒
業
し
て
山

口
大
学
に
入
学
し
た
が
、
三
カ
月
後
に
中
退
し
た
後
上
京
し
て
二
松
学
舎
大
学
中

国
文
学
科
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
彼
は
次
々
に
作
品
を
書
い
て
幾
つ
か
の
同
人
誌

を
通
じ
て
発
表
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
五
十
歳
の
と
き
、『
遠
雷
と
怒
濤
と
』
で
第
一

回
放
送
文
学
賞
を
受
賞
し
、
彼
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
専
属
ラ
イ
タ
ー
に
抜
擢
さ
れ
た
。
し

か
し
一
般
大
衆
を
視
野
に
入
れ
た
協
会
の
考
え
と
意
見
が
合
わ
ず
、
折
角
の
機
会

を
棒
に
振
っ
た
。
彼
は
世
に
有
名
な
人
で
は
な
く
、
誠
実
で
気
骨
の
あ
る
人
物
を

発
掘
し
て
世
間
に
知
ら
せ
た
い
と
よ
く
言
っ
て
い
た
。
自
ら
も
そ
う
し
た
生
き
方

を
選
ん
だ
と
云
え
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
に
書
い
た
作
品
が
、
彼
の
死
後
出
版
さ
れ
た
『
キ
サ
ク
・

タ
マ
イ
の
冒
険
』
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
の
長
澤
和
俊
教
授
は
「
幸
い
こ
の
た
び

湯
郷
将
和
氏
の
努
力
に
よ
り
、
玉
井
家
に
残
る
多
く
の
メ
モ
、
寄
せ
書
き
、『
東
亜
』

等
か
ら
、
玉
井
喜
作
の
生
涯
が
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ロ
マ
ン
風
に
再
現
で
き
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
堪
え
な
い
」
と
推
薦
の
辞
を
寄
せ
て
い
る
。

　
『
遠
雷
と
怒
濤
と
』
の
出
版
の
翌
年
か
ら
、「
開
花
堂
盛
衰
記
」
を
『
印
刷
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
に
連
載
し
始
め
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）、
死
の
直
前
ま
で
書
き

続
け
た
。
こ
の
作
品
は
、
妻
の
洋
子
に
よ
り
最
後
一
部
加
筆
さ
れ
、『
黎
明
』
と

改
題
し
て
出
版
さ
れ
た
。「
日
本
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
魂
の
原
点
を
発
掘
し
た
不
朽

の
歴
史
文
学　

医
学
・
新
聞
・
印
刷
・
造
船
…
…
裏
か
ら
見
た
も
う
一
つ
の
明
治

維
新
」
を
描
い
た
と
紹
介
文
に
あ
る
が
、
こ
の
大
河
小
説
こ
そ
ま
さ
に
作
家
・
湯

郷
将
和
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
五
十
七
歳
の
急
逝
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
山
本
孝
夫
）
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将
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